
１． 対象者 

対象：以下の解体等工事を施工しようとする元請業者、自主施工者 

① 建築物を解体する作業を伴う建設工事であって、当該作業の対象となる床面積

の合計が 80ｍ２以上であるもの 

② 建築物を改造し、又は補修する作業を伴う建設工事であって、当該作業の請負

代金の合計額が 100 万円以上※1であるもの 

③ 工作物（告示※で示すもの）を解体し、改造し、又は補修する作業を伴う建設工

事であって、当該作業の請負代金の合計額が 100 万円以上※であるもの 

※1 材料費を含めた作業全体の代金。事前調査費用は含まないが消費税を含む。 

※2 令和 2年環境省告示第 77 号                       

反応槽、加熱炉、ボイラー及び圧力容器、配管設備（建築物に設ける給水設備、排水設備、暖房設

備、冷房設備、排煙設備等の建築設備を除く）、焼却設備、煙突（建築物に設ける排煙設備等の建築

設備を除く）、貯蔵設備（穀物を貯蔵するための設備を除く）、発電設備（太陽光発電設備及び風力

発電設備を除く）、変電設備、配電設備、送電設備（ケーブルを含む）、トンネルの天井板、プラッ

トホームの上家、遮音壁、軽量盛土保護パネル、鉄道の駅の地下式構造部分の壁及び天井板、観光

用エレベーターの昇降路の囲い（建築物であるものを除く。）

２． 届出事項（詳細はガイドライン「12.1 事前調査結果の報告」を参照） 

原則として「石綿事前調査結果報告システム」による電子申請を行ってください。電子申請

後、建リ法届出対象となる規模の工事については、Logo フォーム、電子メール等で、別途添付

資料の提出をお願いします。紙で報告する場合は紙の様式に資料を添付してご提出ください。

なお、アスベスト含有建材の使用のない建築物の解体工事の場合は、建リ法届出と同じ添付資

料の提出でも大丈夫です。 

提出書類 内容 

事前調査結果報告書 

（様式第３の４） 

特定建築材料の種類、調査方法など。記載例は別紙 1-1 を、様

式のダウンロード方法については、別紙 2を参照してください。 

① アスベスト使用建材一覧（市独自様式）

アスベスト建材の使用箇所、建材の種類、使用面積 

  アスベスト建材の使用がない場合は不要 

② 平面図（アスベスト建材使用状況） 

アスベスト建材の使用箇所がわかる見取図(図面のほか、手書きの図でも可)。 

  主要寸法を記入してください（別紙 1-2を参照してください）。 

③ 分析結果報告書 

分析を委託で実施したときは、分析結果の報告書の写しを添付してください(石綿の

含有が無かった場合も添付してください)。チャート類までは必要ありません。 

④ 工事全体の工程表 

アスベスト建材が使用されている場合には、特定粉じん排出等作業実施期間がわかる

もの。 

工事の工程を示したもので、仮設工事、機材の搬入、養生の設置、特定建築材料の除

去等の作業、養生の撤去、片付け・清掃、機材の搬出、などの項目ごとに各作業の期

事前調査結果報告書作成ガイド 



間がわかるもの。 

⑤ 案内図 

工事現場の場所がわかるもの 

⑥ 住民周知計画（詳細はガイドライン「8 周辺住民への周知」を参照） 

 以下の工事は、条例で周辺住民への周知が規定されています。 

・吹付け石綿、石綿含有断熱材、保温材、耐火被覆材が使用されている建築物等の解体

等工事 

・石綿含有仕上塗材、石綿含有成形板等が使用されている建築物（解体の作業に係る部

分に限る。）の１棟あたりの床面積の合計が 80m2以上である解体工事 

この工事に該当する場合は、以下の資料を添付してください。

○住民周知の対象範囲（別紙 1-3を参照してください）。 

地図上に工事を行う建築物等とそこから 20ｍ範囲、周知する相手を地図上に示した

もの。 

○周知方法(ポスト投函、個別訪問説明等）、周知時期記載(○月○日配布予定等）。 

○配布資料の写し（別紙 1-4を参照してください）。 

３． 届出期限 

事前調査結果の整理など必要な作業を行った上で、速やかに報告してください。遅くとも、

解体等工事に着手する前に報告が必要です。 

ただし、建築物等の構造上、着手前に目視不可能な箇所については、目視可能となった時点

で調査を行い、再度報告を行ってください。 

なお、以下の解体等工事については、当該工事に関係する以下の届出と同時に報告をお願い

します。 

・特定粉じん排出等作業実施届出書の届出対象工事 

特定粉じん排出等作業開始の 14 日前までに提出が必要です。 

・石綿排出等作業実施届出書（※）の届出対象工事 

特定粉じん排出等作業開始の 14 日前までに提出が必要です。 

・建設リサイクル法の届出対象工事 

工事着手の７日前までに提出が必要です。 

【対象範囲について】

周知対象は建築物等から 20m の範囲で

す。左図のように、敷地内に 20m の範囲

がかかると、周知対象になりますので、ご

注意ください。周知対象が分かる地図も

添付してください。

また、解体等工事の周知だけでなく、石綿

含有建材の除去等の工事があることも併

せて周知してください。

【対象範囲の記載例】 



なお、届出期限が市役所の休日にあたる場合は、その休日の前日を届出期限とします。 

※ 石綿含有成形板等及び石綿含有仕上塗材の使用面積が１棟あたり 500ｍ２以上の解体工事の場

合は、条例の第 25 号様式の 3 「石綿排出等作業実施届出書」を提出してください。 

４．解体工事施工中に遵守しなければならない事項 

詳細は別紙 3を参照してください。 

提出・連絡先

〇電子申請 

 電子申請は、「石綿事前調査結果報告システム」において行います。 

 「gBizID」への登録が必要です。 

【石綿事前調査結果報告システム】 https://www.ishiwata-houkoku.mhlw.go.jp 

【gBizID】https://gbiz-id.go.jp/ 

 電子申請した場合、建リ法届出対象となる規模の工事については、別途、Logo フォーム、電子

メール等で図面等の書類の提出をお願いします。詳細は以下のページをご確認ください。 

【令和４年４月からの事前調査結果報告について】

https://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000133121.html

〇紙で提出 

紙の届出は原則として窓口で受け付けますが、事前調査結果報告のみの場合は、郵送による報

告を受け付けています。 

必要となる添付文書類をよくご確認の上、正本・副本１部ずつ（計２部）と副本の返信用封筒

（切手貼付のこと）を同封してください。 

郵送状況を把握するために、事前にメールで郵送した旨を連絡してください。 

件名は「アスベスト事前調査結果の郵送について」としてください。

川崎市役所 本庁舎 20F 環境局環境対策部環境対策推進課  

〒210-8577 川崎市川崎区宮本町 1 

電話：044-200-2526 

FAX：044-200-3921 

メール：30suisin@city.kawasaki.jp 



別紙 1-1 
＜事前調査結果報告書記載例＞

作成にあたっての注意事項

延床面積

建築物の解体工事の場合に記載してください。

請負代金

建築物の改造･補修、工作物の解体･改造･補修の場合に記載してください。

解体等工事の期間

工程全体の期間を記載してください。

建築年月日

不明の場合は不明と記載してください。

届出者

届出者は工事の元請業者です。発注者ではありません。

代表者印の押印は不要です。

特定粉じん排出等作業の開始時期

アスベスト建材除去等に係る作業（養生等を含む）を開始する時期を記載

してください。

調査者等の氏名

令和 5 年 10 月 1 日までは、資格を持つ「調査者等」でなくても事前調査

可能ですが、「調査者等」による事前調査をお勧めします。

紙による提出の場合

この様式が表紙として必要です。
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アスベスト含有なしの判断の根拠（詳細はガイドライン参照）

該当する全てにチェックを入れてください。

「目視による確認」とは、a マークや商品名、製造番号等を調べることに

よってアスベスト含有の判断ができた場合です。経験上、アスベスト含有

であると判断された場合は、「事前調査の結果」の欄の「みなし」にチェッ

クを入れてください。

事前調査の結果（詳細はガイドライン参照）

解体等工事を行う建築物等に使用されている建材について、いずれかに

チェックを入れてください。

当該建築物等に使用されていない建材についてはチェック不要です。

みなし…石綿ありとみなす場合
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使用箇所等

該当する箇所に記載してください。

注意事項１

「吹付け石綿」及び「石綿を含有する断熱材、保温材及び耐火被覆材」

の使用面積の合計が、50m2以上の場合は、石綿濃度測定計画届出書を

提出してください。

注意事項

１棟あたりの「石綿含仕上塗材」及び「石綿含有成形板等」の使用面積

の合計が、500m2 以上の建築物の解体工事の場合は、石綿排出等作業

実施届出書を提出してください。

合計

エクセルの計算式により、建材ごとに使用面積の合計を表示します。

行の挿入等の編集を行うと、計算式に変更が生じる場合がありますの

で、必ず合計値に間違いがないか確認してください。

アスベスト使用建材一覧

アスベスト建材の使用がない場合は、この様式の添付は不要です。
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１Ｆ

6.8

8.0食堂床 

*単位:m

図

◎ 建物の図面が分かるようなものを添付してください。図面等が無い

場合は、アスベスト建材の使用場所が分かるような図を手書きで記載

されたものを添付してください。

  アスベスト建材が無い場合は建物の図面等を添付してください。

◎ 改造・補修の場合は施工部分がわかるように記載してください。

寸法

◎ アスベスト建材の使用面積が分かるように記載してください。

＜平面図（アスベスト建材使用状況）の記載例＞

２Ｆ～４Ｆ

23.2

8.0 浴室天井 

7.2

4.0

トイレ天井 

5.0

14.0

ひる石天井 
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20ｍ 
大きい楕円

解体等工事する建築物等の外周から 20m が周知範囲です。建物の中心

から半径 20m の円ではありません。

周知範囲

解体等工事する建築物等から 20ｍの範囲です。敷地内に 20m の範囲が

かかると周知範囲になります。

の図

周知をする対象を表しています。

地図

周知対象が分かるような地図を添付してください。左図のような建物の

構図が分かるような地図が望ましいです。

解体する建物 ２０ｍ

＜周知対象範囲の記載例＞

その他

解体等工事する建築物等から 20m 以内の範囲内に周知する対象がない

場合は、地図の添付と周知する対象がない旨を記載してください。

作成にあたっての注意事項

※周知対象は建物から 20m の範囲です。左図のように、敷地内に 20m の

範囲がかかると周知対象となりますので、御注意ください

（例）建物の解体工事の場合

以下の工事の場合に添付してください。 

・吹付け石綿、石綿含有断熱材、保温材、耐火被覆材が使用されている建築物等の解体等工事 

・石綿含有仕上塗材、石綿含有成形板等が使用されている建築物（解体の作業に係る部分に限る。）の１棟あたりの床面積の合計が 80m2以上である解体工事 
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＜吹付け石綿、石綿含有断熱材等工事の
配布資料の記載例＞ 作成にあたっての注意事項

※ これは周知文の一例です。工事の規模・周囲の状況等を考慮して、必要に

応じて図面等を添付するなど、住民の方が分かりやすいように、周知文を

作成してください。

※ 特定粉じん排出等作業を実施することがはっきりと伝われば、解体工事全

体のお知らせなどに組み込んでも構いません

文章

◎ 周知文は案件によって様々な内容が考えられます。実際の作業内容に則

した文章を作成してください。

 （例）

  ①工事の場所

②アスベスト建材の除去等を伴う解体等工事であることの記載

③関係法令を遵守し、飛散防止対策を徹底し安全に作業を行うという説明

工事期間

◎ 解体等工事期間と特定粉じん排出等作業期間は別々に明記してくださ

い。

石綿除去方法及び飛散防止措置

◎ 実際に行う作業内容について、住民の方にも理解しやすいようにでき

る限り平易な言葉を用いて説明してください。分かりにくい場合は、図

や詳細を記載した別紙を用いて説明することも有効です。

問合せ先

◎ 住民の方が工事内容について質問があるときに、連絡ができる問合せ

先を記載してください。
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＜石綿含有成形板等、石綿含有仕上塗材
工事の配布資料の記載例＞

文章

◎ 周知文は案件によって様々な内容が考えられます。実際の作業内容に

則した文章を作成してください。

 （例）

  ①工事の場所

②アスベスト建材の除去を伴う解体工事であることの記載

③関係法令を遵守し、飛散防止対策を徹底し安全に作業を行うという説明

周知日

◎ 工事着工前までに周知をお願いします。周知をする日付を記載してく

ださい。複数日に周知がまたがる場合は、「１２月１０日～１２月１５日周

知予定」のように記載してください。なお、周知日につきましては、こちら

の配布資料以外の別紙にて記載していただいても構いません。

工事期間の記載

問合せ先

◎ 元請業者の連絡先が必要です。また、住民の方が工事内容について質問

があるときに、連絡ができる問合せ先も記載してください。

１２月１０日～１２月１５日周知予定

周知義務

石綿含有成形板等、石綿含有仕上塗材の場合は、１棟あたりの延床面積

80m2以上の建築物の解体工事が対象です。
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◎届出様式の場所

上記で直接検索頂くか、次の要領で検索してください。

１．川崎市ホームページ（https://www.city.kawasaki.jp/index.html）
検索窓に「アスベスト 届出様式」と入力し、検索してください。

２．｢【アスベスト関係】届出様式、届出書作成ガイド及び必要な掲示板｣をクリックしてくだ

さい。

３．ワード形式でダウンロードしてください。

＜参考＞http://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000016948.html



別紙 3 

１．作業方法に関する基準（ガイドライン「9.3 特定建築材料の除去等の方法」から抜粋） 

（1）石綿含有成形板等の除去の場合 

作業の種類 石綿の飛散防止措置 

１ ①石綿含有成形板等 

（ケイ酸カルシウム板第

1種を除く） 

次に掲げる事項を遵守して特定建築材料を除去すること 

イ 原則として手作業により原形のまま除去すること 

（特定建築材料を切断、破砕等することなくそのまま建

築物等から取り外すこと） 

ロ 湿潤化して除去すること 

（イの方法によりを除去することが技術上著しく困難な

場合） 

ハ 特定建築材料の除去後、作業場内の特定粉じんを清掃す

ること。この場合において、養生を行ったときは、当該養

生を解くに当たって、作業場内の清掃その他の特定粉じん

の処理を行うこと 

②ケイ酸カルシウム板第

1種 

次に掲げる事項を遵守して特定建築材料を除去すること 

イ 原則として手作業により原形のまま除去すること 

（特定建築材料を切断、破砕等することなくそのまま建

築物等から取り外すこと。） 

ロ イが困難な場合 

（１） 除去を行う部分の周辺を事前に養生すること 

（２） 除去する特定建築材料を薬液等により湿潤化するこ

と 

ハ 特定建築材料の除去後、作業場内の特定粉じんを清掃す

ること。この場合において、養生を行ったときは、当該養

生を解くに当たって、作業場内の清掃その他の特定粉じん

の処理を行うこと。 

（2）石綿含有仕上塗材の除去の場合 

作業の種類 石綿の飛散防止措置 

１ 仕上塗材 次に掲げる事項を遵守して除去するか、又はこれと同等

以上の効果を有する措置を講ずること 

イ 除去する特定建築材料を薬液等により湿潤化すること

（ロの規定により特定建築材料を除去する場合を除く） 

 例・剥離剤併用手工具ケレン工法 

・剥離剤併用高圧水洗工法（30～50MPa 程度） 

・剥離剤併用超高圧水洗工法（100MPa 以上） 

・剥離剤併用超音波ケレン工法 

ロ 電気グラインダーその他の電動工具を用いて特定建築

材料を除去するときは、次に掲げる措置を講ずること 

（１）除去を行う部分の周辺を事前に養生すること 

（２）除去する特定建築材料を薬液等により湿潤化する
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こと 

ハ 特定建築材料の除去後、作業場内の特定粉じんを清掃

すること。この場合において、養生を行ったときは、当

該養生を解くに当たって、作業場内の清掃その他の特定

粉じんの処理を行うこと 

２．掲示板の設置 

(1)事前調査結果の表示（詳細はガイドライン「8 周辺住民への周知」を参照）

解体等工事の期間中、次の事項を記載した掲示板（大きさ：A3、297×420mm以上）
を設置することにより、事前調査の結果を公衆の見やすい箇所に表示してください。 

掲示板の記載事項 

① 特定工事（特定粉じん排出等作業を伴う建設工事）に該当するか否か

② 特定建築材料の使用の有無について調査した年月日（調査を終了した年月

日）

③ 調査の方法

④ 特定建築材料の種類

⑤ 建築物等を調査し、解体等作業を伴う建設工事を施工しようとする元請業者

又は自主施工者の氏名又は名称、住所及び連絡先、（法人の場合）代表者名

(2)建築物等の解体等の作業に関するお知らせの表示（詳細はガイドライン「9.2 作業方法等の

掲示」を参照）

特定工事の期間中、以下の事項を記載した掲示板大きさ：A3、297×420mm 以上）

を公衆の見やすい箇所に設置してください。 

掲示板の記載事項 

○ 特定粉じん排出等作業の実施の届出をしたときは、その届出年月日、届出

先 

○ 発注者及び元請業者又は自主施工者の氏名又は名称、住所、（法人の場合）

代表者の氏名 

○ 作業期間 

○ 作業方法 

○ 特定工事を施工する者の現場責任者の氏名及び連絡先 


